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内容：

はじめに

WebELSの概要

オンライン配信実験の目的

WebELS Meetingの概要、特徴と拡張

国際会議のオンライン配信の概要

結果の概要

学習コンテンツの作成と配信

まとめと課題



WebELSシステム概念図
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特徴： クライアントＰＣ上で、コンテンツ作成･改訂、個人学習、遠隔講義･会議
Windows, Mac, Linuxに完全対応





WebELS Learningの設計理念（オンデマンド学習）

‐ マルチOSシステム： Java-based（Windows, Mac, Linux)

‐ クラウド型システム： JRE＋Flash player

‐ 低速Internet対応： ダウンロード型、Flashストリーミング型

‐ 強力な編集機能： 自分で編集できる

‐ スライド単位で差し替えできる： 科学技術の進歩に対応

‐ ２種類のコンテンツ： Slide+Voice/Cursor, Slide+video

― 多言語インタフェース（自動識別）

‐ オープンソースシステム



WebELS Meeting（Internet会議システム）の設計理念

‐ プレゼンを使う会議： ビデオ会議（Flash)＋プレゼンテーション（Java)

‐ 低速Internet対応： ダウンロード型、制御信号がオンライン

‐ 多地点、多会議システム

‐ 自動バーチャル会議管理機能

‐ ファイヤウオール・フリー

‐ オートリコネクション

‐ ズーミング、アノテーション（ホワイトボード）

― 多言語インタフェース（自動識別）

‐ 東南アジア、アフリカ対応（SSBプロジェクト、UNESCO連携等）



JAVAダウンロード型学習コンテンツ例



Flashストリーミング型学習コンテンツ例



多地点オンライン会議画面例（NII‐清華大）

Web会議（大場面） プレゼンテーション



多地点オンライン会議画面例２（NII‐ロンドン‐オラン）

Web会議（小画面） プレゼンテーション



オンライン配信実験の目的

SSBプロジェクト（SATREPS、JICA‐JST連携地球規模課題解決、アルジェリア）
におけるエネルギー工学教育、国際ワークショップ、プロジェクト会議



Server at NII/USTO

e-Learning/ e-Meeting in the SSB project

Internet



会議配信対応１（プレゼンテーション画面のフルスクリーン化）

会議配信対応（WebELS Meetingの拡張）



会議配信対応２（ビデオ会議場面のフルスクリーン化）

会議配信対応（WebELS Meetingの拡張）



会議配信対応３（会議管理者機能の付加：マイクOFF、カメラOFFボタン）

会議配信対応（WebELS Meetingの拡張）



3つのプレゼンパターンを想定：
＊＊招待講演ベースのために、事前案内なし

１）資料を使わないプレゼン
あいさつ、報道インタビュー、など

２）WebELSサーバにアップロードされた資料を使ったプレゼン
WebELS機能の活用

３）オフラインのパソコンを使ったプレゼン
従来型、高度に機密を保持したい発表者



会議配信システムのイメージ：
３つのリモート会場に配信



会議場とリモート会場のイメージ



発表風景



報道インタビュー風景

HDWebカメラ



ビデオ収録とFlashオーサリング機能のイメージ



作成されたFlashストリーミングコンテンツ例（山口）



今後の課題

１） ビデオ会議機能の洗練
２） オープンソース戦略
３） クラウド環境対応

静岡大学クラウド環境（eCCで公開中、edubaseCloud
４） Ｏｎｔｏｌｏｇｙ

５） SSBへの実用（アルジェリアは厳しい）
６） UNESCO連携事業
など



ビデオ会議におけるストリーミングデータの流れ



ストリーミングサーバにおけるデータ転送量測定値



ありがとうございました


